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市政についてのご意見・ご要望をお気軽にご連絡ください
しまだ和明事務所 TEL/FAX 044-819-5238
〒214-0037 川崎市多摩区西生田2-1-3

公式アカウント
ご登録ください

HPshimada9990@yahoo.co.jp

準用河川五反田川改修事業について
五反田川における水位上昇の抑制を図るため、細山調整池から五
反田川への流出量を低減させる対策及び、五反田川の流速を向上
させる対策を行う事業です。計画では時間雨量
50ミリに対応する河川改修として、早期の完成
が求められるが、進捗状況を伺う。

細山調整池の工事は、3月に完了している。
五反田川の流速を向上させる対策には、小田
急橋梁部付近など3か所を行う予定で、1か

所は工事着手し、残りの2か所の入札手続き等を進
めている。令和8年度の完成を目指して取り組む。

防犯灯について
生田において複数の防犯灯の老朽化が見られ、速やかに撤去や
修繕の対応して頂いた。これまで、どのように実態把握を行って
いるのか伺う。また、「川崎市防犯灯コールセンター」が24時間
受付をしているが、利用状況と周知の仕方を伺う。

防犯灯の専用柱については、ESCO事業のに先立
ち平成28年度の事業者による全数調査を実施し、
更新等が必要なものについては対応を行うととも

に、すべての専用柱をシステムに登録し、一元的な管理を行っている。さらに、
令和2年度から6年度にかけて、市職員による全数調査を実施し、必要に
応じて劣化した専用柱の更新などを実施してきた。コールセンターで年間
約300件の通報を受けており、状況を確認のうえ、速やかに修理等の対
応を行っている。周知は、町内会・自治会等に対して受付窓口の案内を送
付するとともに、市ホームページを通じ広く市民へ周知を行っている。

登戸駅前地区市街地再開発事業について
本事業は、今年の3月から2029年9月末を建築工事期間として工
事が進められている。地上38階、地下1階、建築物の高さ139.8m
とのことです。設計方針では、低層部の賑わいを創出する商業施設
において、店舗と共に子育て支援などの生活支援機能をあげている。
登戸区画整理による人口増加や交通利便性から、周辺住民や市民
の交流ができるスペースが求められるが見解と対応を伺う。

本地区においては、「登戸・向ヶ丘遊園
駅周辺地区まちづくりビジョン」におい
て、人々をまちに惹きつける、賑わい

の核に位置付けており、市民が交流できるス
ペースの確保は必要であると認識している。
こうしたことから、地域情報の発信と交流のきっかけづくりを行
う観光支援機能を備えた店舗や、様々なイベントが開催でき、憩
いの場ともなるオープンスペースの整備の誘導を図っている。

学校の朝の居場所づくりについて
今後、運営体制等を整理し各区1校での展開を目指すとしてい
る。どのような観点で選定を行うのか、スケジュールと選定方
法について伺う。あわせて、学校、保護者、地域の理解や連携
が十分に行われることが必要だが、見解と対応を伺う。

モデル実施校については、教職員の新たな負担とならないよう、
地域の協力を得ながら見守り体制を構築することを前提とし、
児童の待機状況、学校敷地内の動線確認や諸室の配置などを総

合的に考慮して、学校や地域と密接に意見交換しながら調整を進めて
いる。本格実施に向けた検証期間を確保するため、夏休み前には体制
の整った一部の学校において、モデル実施を開始したいと考えている。

生田緑地自然環境保護について
「生田緑地共同事業体」が令和5年度より令
和10年度までを指定期間として事業を行っ
ている。令和6年度の事業評価では、成果
として対象をこれまでの「種」のみではなく
「エリア」も追加で設定して生物調査を実施
し、絶滅危惧種や準絶滅危惧種を確認する
など、緑地内の自然保全の取組を進めたと
している。令和6年5月に策定した「生田緑

地ビジョン」における保全と利用の好循環を担う事業体として、自
然環境保護のPRなど事業の積極的な取組を促し、適切な評価を
行政が行う必要があるが、見解と対応を伺う。

生田緑地は、「生田緑地ビジョン」に掲げる、生物多様性を未来に
引き継ぐための取組を進めており、指定管理者が多様な主体と
の協働により、自然環境の保全や利用ルールの趣旨を、来園者

に分かりやすく伝える啓発活動などを行っている。こうした指定管理者
の取組については、本市が適切なモニタリングなどにより、取組状況の
確認などを行っており、今後も定期的に業務の履行状況や達成度合い
の確認・検証を行うとともに、より積極的な啓発活動を促すなど、取
組を継続・発展させていく。

代表討論

正規教員採用試験
「大学3年次在籍者推薦」について

令和10年度採用予定者大学3年次在籍者推薦の応募状況の倍率は、
小学校0.7倍、中学校・高等学校英語では0.3倍に留まり、昨年を大き
く下回っている。現状分析と今後の対応策について、見解と対応を伺う。

他都市においても同様の取組が広がったことや、全国的に教
員採用試験の受験者数が減少傾向にあることにより、応募
者数が減少しているものと考えている。今後の取組として、
大学からの推薦がなくても3年次に受験できる制度の導入を
検討するなどの採用試験の工夫や、大学との連携強化による
本市教員志願者の掘り起こしなどの人材確保策を進めていく。

新規採用や若手教員への対応について
委員会質疑では、新規採用者や若手教員が早期に退職する事
例があるとの答弁だが、未充足の現状及び早期退職の状況を
どのように分析し、課題改善に取り組むのか見解と対応を伺う。

新規採用者や20代の若手教員については、近年、退職者が増
加傾向であり、主な要因は、他自治体等への転職、精神疾患
等による私傷病に伴う退職となっている。引き続き働きやすく
魅力的な環境づくりに取り組むとともに、今年度から新規採用
者に加え2校目異動者全員への巡回健康相談を実施していく。

市議会は、那覇市との友好都市提携30周年を記
念して、本会議出席者が沖縄らしさを表現した、
かりゆしウェアを着用する、「かりゆし議会」を開催
しました。私も、かりゆしを着て代表討論に臨み
ました。また、年内において、那覇市の食や文化、
歴史に触れ、両市の友好を深めるとともに、両市の歴史やつながりの深
さなどを多くの市民に知ってもらう様々なイベントが実施されます。

6月18日

一般質問6月22日

【川崎市防犯灯コールセンター　0120‒615315】（24時間受付）

代表質問のつづき

ウラ


